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14．Exemestane（EXE）術前６か月間投与により病理学
的完全奏功（pCR）を得た ER陽性乳癌の１例
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Exemestane (EXE) 術前 6か月間投与により, pCR,
ypN0となった ER陽性乳癌の 1例を経験したので報告
する.【症 例】 50歳代,閉経後,女性.主訴は右乳房
腫瘤.初診時には右乳房 CD領域に大きさ 1.5×1.7cm,
辺縁不整で硬い腫瘤を,腋窩には転移陽性と思われる数
個の硬いリンパ節を触れた. マンモグラフィでは大きさ
2.0cm,不整形,辺縁微細鋸歯状,高濃度の腫瘤像が認め
られ,超音波検査では大きさ 1.7cm,不整形,境界不整,内
部不均一な低エコー腫瘤像と数個の腫大した腋窩リンパ
節を認めた.遠隔転移は認められなかった.針生検標本
では invasive ductal carcinoma, ER (＋), PgR (－),
HER2 (－)であり,腋窩リンパ節の細胞診は Class?で
あった.右乳癌 (T1cN1M0,Stage?A)の診断で,EXEを
用いた術前内分泌療法を 6か月間行った. 6か月後には,
腫瘤は触知不能となり,マンモグラフィでも腫瘤性病変
は消失した.超音波検査では腫瘤像は消失し,低エコー
領域のみを認め, cPRと診断した.胸筋温存乳房切除＋
エキスパンダー挿入術を行った.切除標本では,癌の浸
潤巣は完全に消失し,腋窩リンパ節にも癌細胞は認めな
かった. pCR,ypN0と診断された.現在, EXE継続投与
中であり,術後 4か月現在再発はみられていない.【結
語】 ER陽性乳癌に対する術前内分泌療法は奏効率が
50-60％と報告されており,一定の効果は得られるとされ
て-いるが, pCRになることは極めて稀である.今回,術
前 EXE6か月投与で腋窩リンパ節も含めて pCRになっ
た症例を経験したので若干の文献的考察を加えて報告す
る.
15．術前化学療法後，乳房温存術を行い pCRを得たが乳
頭再発したHER2type乳癌の一例
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術前化学療法 (NAC) を施行することにより,乳房温
存術が可能となる症例が増加しているが,今回NAC後
乳房温存術を行い pCRを得たが乳頭に Paget’s disease
として再発したHER2 type乳癌症例を経験したので報
告する.症例は 66歳女性.平成 22年 5月,左乳房腫瘤を
主訴に来院.左乳房ACに 3 cm大の腫瘤,腋窩リンパ節
腫大, MMGで不整形腫瘤と多形性の石灰化を区域性に
認めた. 左乳癌 (T2N1M0, 病期?B), ER－, PgR－,
HER2(3＋)でNACとして FEC (100)4コース,weekly
 
paclitaxelと trastuzumabを 12回施行した.腫瘍の縮小
を認め,同 11月乳房温存術,腋窩リンパ節郭清を行った.
浸潤部で pCR (grade 2b) となり術後は乳房照射 50Gy
と 1年間の trastuzumabの投与を行った. 平成 25年 2
月,MMGで乳頭内に線状石灰化が出現.わずかに拡大し
た乳管口周囲の皮膚生検で腺癌細胞を認めたため, 3月
単純乳房切除術を施行した.病理は,乳頭の乳管内に限
局した 1.5mmの Paget病で ER－, PgR－, HER2 (3＋)
だった.さらに参考症例として grade 3の化療効果を示
したが Paget病再発をしたHER2 type乳癌を紹介する.
HER2陽性乳癌では, 術前化学療法による pCR率は高
く,特に浸潤部については Trastuzumabを投与すること
により 51％という高い奏効率を示すいう報告もある.乳
管内には化学療法が効きにくいことが知られており,乳
房温存術後には治療の反応が良好であっても,乳管内成
分が残存している可能性も念頭に入れその後の経過観察
をする必要がある.
16．70代女性のHER2陽性乳癌に対し術前Weekly Pa-
clitaxel＋Trastuzumabで pCR,near pCRが得られた
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症例 1は 72歳女性で主訴は左乳房腫瘤. 左乳房 11:
00に 15mm大の腫瘤を触れ,MMGでは 16×11mmの辺
縁不明瞭・高濃度腫瘤と乳頭側に集簇した石灰化を認め
228 第 44回埼玉群馬乳腺疾患研究会
